
取扱説明書

●ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。

●この取扱説明書は保証書とともにいつでも見ることができる所に必ず保管してください。
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１  梱包品の確認

付属品

※開梱の際、付属品等のあることを確認してください

本体取付用

本体

取扱説明書・保証書付

排水延長ホース

マルチコック本体

内ネジ用泡沫アダプター
（パッキン付、白色）

内ネジ用泡沫アダプター
（パッキン付、グレー）

外ネジ用泡沫アダプター
（白）

外ネジ用泡沫アダプター
（グレー）

外ネジアダプター用
平パッキン（厚み大）

カソード液
（ノズル付）

外ネジアダプター用
平パッキン（厚み小）

マルチコックの
取付方法

Ｃリング（16φ） Ｃリング（19φ） ビス止め金具
（平パッキン、ビス４本付）

吸盤（×２） ホース固定バンド（大） ホース固定バンド（小）

マルチコック取付用

消　耗　品

クイックオゾン

※必ず、ノズルを
　取り付けて
　ご使用ください。







強制

・オゾンは非常に強力な酸化作用を有しますので、オゾン水の排水部や受皿、容器にはステンレス・フッ素樹脂な

　ど耐食性・耐オゾン性に優れた材質のご使用をおすすめします。

強制

・機器および部品の運搬には十分注意してください。転倒や落下による災害または故障の原因となります。

　また、製品を傾けたり、倒しますと液がもれ故障の原因となります。

強制

・日常点検、定期点検及び消耗品の交換は取扱説明書にしたがって確実に実施してください。正常な保守が

　行われていない場合、重大な事故や故障を生じる恐れがあります。

強制

【供給水に注意】製品に使用する供給水は、上水道水または精製水を使用して下さい。供給水の硬度が200以上ある

　場合、別途軟水器を使用してください。電極部及び電極洗浄液タンク内にスケールが発生し（白い沈殿物）オゾン水

　濃度の低下、故障の原因となります。

禁止

・オゾン水吐出管（フレキシブルチューブ）は、無理に曲げないでください。吐出管のゆるみや、水漏れなど故障の

　原因となります。（吐出管は無理に曲げないでください。）

禁止

・供給水口には、40℃以上の温熱水を注入しないでください。

禁止

・本機は火気や有害ガスのそばに設置しないでください。

禁止

・有機溶剤や腐食性ガスの雰囲気中での使用はしないでください。火災や感電事故、および故障の原因となります。

禁止

・オゾン水吐出管の先端を塞がないでください。水漏れ、故障の原因となります。

注意

飲用禁止

・オゾン水は、飲まないでください。飲料用ではありません。

禁止

・製品は水平器の気泡が赤丸内に入る様に調整し、設置してください。

　オゾン水濃度の低下、故障の原因になります。

禁止

・カソードタンクには、カソード液以外入れないでください。液を交換する場合、新品を使用してください。性能低下、

　故障の原因になります。

禁止

・排水用ホースは、本体より上側にしないでください。（オゾン水濃度の低下や故障の原因となります。）

　また、決してふさがないでください。

安全上のご注意　４　

禁止

・オゾン水吐出口や回転ヘッドを持って、本体を持ち上げないでください。水漏れ、故障の原因となります。

強制

・オゾン水吐出口を曲げる（特に上下方向）場合、回転ヘッドを持ち、もう片方の手で曲げてください。



■本体（正面）

■本体（底面）

■本体（カソードタンク部） ■パネル部

５　各部の名称

オゾン水吐出口

フロントカバー

排気口

操作パネル

電源プラグ

カソード液
排出ホース

排水口

カソード液排出バルブ

排水ホース
給水ホース

カソード液注入キャップ

カソードタンク

水平器

【オゾン水生成中】ランプ
 オゾン水生成中点灯

【電源入/切】スイッチ

【カソード液交換】ランプ

【カソード液不足】ランプ
カソード液不足時点灯

【クリーニング】ランプ
運転500時間後点灯

【オゾン濃度切替】スイッチ
オゾン濃度の(高/低)の切替

【オゾン濃度表示】ランプ
オゾン濃度切替(高/低)後点灯

クイックオゾン

回転ヘッド



■設置

■周囲環境

【注意】

　・本機は屋内用です。万一屋外で使用する場合は、直接雨風に

　　曝さないように注意してください。

　　また、必要に応じて防水・防滴・防塵等の対策を施してくだ

　　さい。

・水平器の気泡が赤丸内に入る様に調整し、安定した場所に設置してください。

　製品を傾けたり、倒したりするとカソード液の漏れ・オゾン水濃度の低下・故障の原因になります。

・換気のよい場所に設置してください。オゾンの臭気が強い場合には、換気扇や窓の開放により換気

　する場合があります。

・室内温度は5℃～35℃範囲内の場所で使用してください。

・結露・氷結させないでください。凍結の恐れのある場合には本体内の水を抜いてください。（保管・移動手順参照）

・上水で使用してください。水の硬度が特に高い地域（硬度200以上）で使用される場合には、本機給水前に軟水器を

　設置し硬度を下げてご使用ください。

・火気や有害ガスのそばに設置しないでください。

ご使用の前に　６

水平器

※ブロックは両面テープで本体に固定されていますが

万一とれてしまった場合は、面取り部が正面側になる様、

両面テープ等で固定してください。

ブロック面取り

ご使用の前に





■運転前の確認

■運転

■停止

　水道からの配管が確実につながれている（マルチコックの分岐レバー位置が青になっている。）

　【電源　入/切】スイッチを押します。

　　濃度切替表示ランプが点灯。（工場出荷時はオゾン濃度切替

　　スイッチは"高”に設定されています。）

　カソード液がカソードタンク内に注入されている。（440ml)
　　（※注入方法は「カソード液の排出・交換」にしたがって注入してください）

電源プラグが正しく接続されている。

排水ホースが本体より下側になっている。

排気口の穴がふさがれていない。

1

1

　マルチコックの切換レバーを●（青い丸）に合わせ

　ます。
2

1

■濃度切替
　【濃度切替】スイッチを押します。1

　　蛇口を開きます

　   オゾン水生成中ランプが点灯し、生成されたオゾン水が流れ

　　 ます。

     低流量（１L/min前後）の場合、オゾン吐出口と排水口の

　　 両方から出る場合があります。その時は排水口の方から水が

　　 出ない様に流量を上げてください。

　　水道の元栓（蛇口）を閉めます

　   オゾン水生成中ランプが消灯し、オゾン水が停止

　　　します。

     排水ホースより少量の水が出ます。これは、オゾン濃度の

　　 急激な低下を防止する為ですので、異常ではありません。

3

2

3

4

（高→低、低→高へ切替わります。）

※工場出荷時にはカソード液が入っておりません。

　ご使用になる前に、付属のカソード液を注入してください。

運転　８

「高」の時はオゾン濃度が高濃度

「低」の時はオゾン濃度が低濃度

5

【電源入 /切】スイッチ

【オゾン水生成中】
ランプ

マルチ
コック

【濃度切替】スイッチ

【注意】

・オゾン水吐出口からオゾン水を勢いよく容器に受ける

　場合など、オゾン水中のオゾンがガスとして発散します。

・オゾンガスは人体に有害です。強い臭気を感じた場合

　は直ちにオゾン水の生成を止め、換気を行ってください。

【注意】・カソード液タンク部分のカバーは、液の交換時

以外は外さないでください

【注意】・オゾン水吐出口を曲げる（特に上下方向）場合、

回転ヘッドを持ち、もう片方の手で曲げてください。

【注意】・40℃以上の温熱水は流さないでください。

●(青い丸)





■保管・ 移動

カソード液を抜いてください。

マルチコックから給水ホースを抜いてください。

1

3

2

保管・移動する時はマルチコックから給水ホースを外して、カソード液抜きが必要です。

※その時、排水ホースより水が出る場合があります。

※運転を停止した時【電源入/切】スイッチを押し電源を

　切っている場合はこの操作は行いません。

※手順については「カソード液の排出・交換」を参照して

　ください。

【電源入/切】スイッチを押して電源を切った後、

 電源プラグを抜いてください。

　保管・移動　１０

【電源入 /切】
スイッチ

【注意】

　・カソード液排出用ホースにカソード液が残っていない

　　ことを確認してください

【注意】

　・輸送等移動を行う場合は必ず、カソード液を抜いて

　　ください。

　　万一、横倒しになった場合、カソード液が漏れ出し

　　製品の故障の原因になります。

　　

【注意】

　・本体を移動する時は、オゾン水吐出口や回転ヘッド

　　を持って、本体を持ち上げないでください。

　　



 その他に原因が見当たらない場合は、販売店又は代理店へご連絡ください。

　 　 状　 　 態 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 原　 　 　 因 　 　 　 　 　 　 　 　 　 このよう にしてく ださい

オゾン水生成中のランプ

が点灯しない

（オゾン水が生成しない）

コンセント プラグが抜けていませんか 電源プラグをコンセントに差込ん

でください

カソード液を補充してください

販売店又は代理店にご連絡くださ

い

排出バルブを閉めてください

ホースをつなぎ、ホースバンドで

固定してください

マルチコック部分、オゾン水吐出

口部は固定ナットを締め込んでく

ださい

カソード液不足又はカソード液交換ランプ

が点灯していませんか

カソード液不足ランプが

点灯した

カソード液交換ランプが

点灯した

カソード液が不足しています

カソード液の交換時期がきました

クリーニングランプが

点灯した

電極リフレッシュの時期がきました

排出ホースが外れていませんか

カソード液が漏れる 排出バルブが緩んでいませんか

ホースが外れていませんか

【カソード液の排出・交換】又は

の手順でカソード液を適正な位置

まで入れてください

継手から水、カソード液

が漏れる

オゾン水生成中ランプ

が消灯しない

給水検知用スイッチの故障 直ちに電源を切り、販売店または

代理店に連絡してください

※電源が切れない場合には電源

プラグを引き抜いてください

※オゾン水吐出口はフレキシブルチューブになっています。

　吐出口はお客様希望の角度で使用可能ですが、使用していますと取付部が緩んでくる場合があります。

　水漏れの原因になりますので都度、確認いただき締め直して頂きますようお願いします。

クイックオゾン

１１　故障かなと思ったら

取付部
締まる

回転ヘッド部から水が

漏れる

回転ヘッドの下側（固定部）が緩んで

いませんか

回転ヘッドの下側を時計回りに

締め込んでください









このたびは弊社のオゾン水生成器「ＡＯＤ－ＴＨ２」をお買い上げ戴き、ありがとうございます。

万一不具合が生じたときは・・・

　　製品の品質には万全を期しておりますが、万一ご使用中に動作しないなどの

　　故障が生じた場合は、本機お買い上げ販売店までご連絡下さい。修理に関す

　　るご案内をさせて頂きます。

販売店

製造元

〒324-0047　栃木県大田原市美原3丁目3323－12

株式会社アイ電子工業

2014年2月

株式会社クリエンテス
〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿1-21-13

TEL：03-3441-5801　　FAX：03-3441-5849

email：infoa@clientes.co.jp

URL：http://www.clientes.co.jp/

BPRレジデンス恵比寿201




